
異
常
震
域
を
表
ぜ
る
地
震
記
象
に
就
い
て

石

--E-aa 
----aa 

官

-
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F
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伊1

見

本
邦
の
常
磐
地
方
又
は
東
京
湾
よ
り
北
東
沿
岸
の
北
関
東
地
方
に
於
て
は
八
丈
島
附
廷
の
地
震
又
は
日
本
海
方
面
に
愛

し
た
地
震
に
際
し
て
他
の
地
方
に
少
し
も
人
身
、
戚
覧
が
な
い
の
に
此
地
方
の
み
が
濁
り
飛
び
離
れ
て
地
震
を
戚
ず
る
乙
と

が
あ
る
。
そ
し
て
斯
か
る
異
常
の
震
域
を
成
す
地
域
は
一
定
し
た
地
方
で
あ
る
つ

最
近
の
二
、
三
年
間
に
於
け
る
だ
け
で
も
左
の
表
に
あ
る
様
に
敢
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

一
、
震
源
が
太
卒
洋
の
方
面
に
あ
り
し
場
合

大 大 犬
正 正 正

. -
< • 

十 十、十
号変四 rL9 一

年 年 年

四 一 四

月 月 噌月 震

一 廿一 一一十 七
日 日 日

月
O 

十 イA

一 一
時 日寺 時

五 十
一~ 日

十 /、 十

分 fノJt、 分

百八三八百八
震

二丈白-丈コ丈

十島五十南島十粁4百島a 

源

粁西粁ベシ 位
の方の商

'置沖約沖約沖約

一束 北

巻?告は、 京i努i

東13司 旦

岸尾の 地
常迄張北 方

/之の 束よ よ
有

殊北R竿部束 沿庇灘島ら

り

般ノρ向t且1 、 戚

闘よ f也
受

東 b 方

一暦i主束4方k 岸 区

域
震皮石に

七
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犬 犬
lE " jE 

" ;' 

十=十品
ゼ問 I)~J 

年 ι 年や

-十 五

τ 月色
.十月一一

十: ーノ且、A 

日 日
も十

一入。 一
時; 時

^ flLj ， 一一
十 十

一 七
ノ~、 分

四八 百八

粁t百会の中西三約島南ペたシ ; 十粁判沖八南商万島。た
会約

鹿島 =一 一一、、、、岸、強

灘 頑容石の東京潜 l立地l立し地井 編方大)
方地 井阪

方湾北地濁
沿東方沿
~主Y・りLP苦官a 岸
岸ハ及

第宜:

一四
間関
愈 の
d日'-召../、~
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幸J

=
、
震
源
が
日
本
海
の
方
面
に
あ
リ
し
も
の

大犬大
正lE 1E 
十十十

号姿凶四三
年年年

五 十
一 一

震
月 十月 廿月

十 二二
七日 日 月|
日八七
十
一時時
時 二四

日
廿十、十
九七二
分分分

西能若者若 震|

方登後 源
図 狭

沖竿 j酉 位
田

置 1会 島沖湾

度卒、腕一、踊島 東京
異

特別f洋骨尾張東の部東宇の本洲 県1附白1草1書北華 常
に岸の 東
強ま西 沿 有
し特で部宇凶と万近 岸よ

Rよ図琶琵 ゐ
戚

雄l島尼本商の湖以' 常陸 J.EE丑~

州方西 地 巨
治岸東北部ーより

方

域
はの山
震太口

此
の
他
大
正
十
四
年
五
凡
の
相
馬
強
震
の
震
度
も
右
表
中
の
能
登
半
島
西
方
沖
の
も
の
と
類
似
の
震
域
を
な
し
亦
等
し



〈
鹿
島
灘
沿
岸
に
面
せ
る
一
部
が
特
に
張
主
震
度
主
主
し
た
る
事
を
岡
一
富
先
生
は
御
教
に
衣
っ
た
、
命
、
気
象
集
誌
三
十

七
年
第
六
競
の
長
谷
川
皐
士
論
文
「
日
本
海
の
地
震
L

は
本
州
の
太
卒
洋
方
面
が
異
常
震
域
を
現
せ
る
之
と
を
論
ぜ
ら
れ

て
あ
る
。

本
州
の
東
北
沖
合
叉
は
北
海
道
方
面
の
地
震
に
際
し
で
も
此
の
常
磐
地
方
が
異
常
な
右
有
威
風
見
極
域
を
衣
す
乙
と
が
多

ぃ
。
日
本
で
は
濁
り
乙
の
鹿
島
灘
沿
岸
地
方
又
は
東
京
慢
の
北
関
東
地
方
の
み
な
ら
ず
他
に
も
時
A
T

斯
か
る
異
常
震
域
を

な
す
地
域
が
あ
る
例
へ
ば
大
阪
湾
沿
岸
の
大
阪
、
紳
戸
、
多
度
津
叉
は
若
狭
湾
の
一
臓
井
地
方
が
大
正
十
凶
年
四
月
二
十
日

O
時
五
十
分
頃
の
八
丈
島
の
地
震
で
飛
び
離
れ
て
有
戚
盟
諸
で
あ
っ
た
事
貨
も
あ
る
、
更
に
こ
れ
と
は
異
る
が
震
域
面
積
の

青
常
な
形
成
を
な
す
も
の
は
各
測
候
所
の
管
内
だ
け
の
小
区
域
だ
け
に
就
い
て
も
現
れ
る
現
象
で
あ
ら
う
つ
異
常
震
域
の

現
象
の
成
因
等
に
つ
い
て
は
従
来
地
質
の
相
違
等
漠
然
た
る
抽
象
的
説
明
が
つ
け
ら
れ
て
今
命
徐
り
確
定
せ
ら
れ
て
ゐ
な

い
様
で
あ
る
。

斯
か
る
異
常
震
域
を
呈
し
た
地
震
に
就
い
て
共
地
震
計
詑
象
を
よ
く
調
査
し
て
見
る
事
は
是
等
の
現
象
を
明
か
に
す
る

一
つ
の
手
段
で
あ
ら
う
ξ
考
へ
て

異
常
震
域
内
叉
は
其
附
近
に
於
け
る
地
震
計
詑
象
と
震
域
か
ら
離
れ
た
地
の
詑
象
と
を
調
べ
て
み
た
。

共
結
果
と
し
て
大
館
次
の
様
な
事
寅
が
あ
っ
た
。

-
、
異
常
震
域
を
主
せ
る
地
震
記
象
は
著
し
く
普
通
の
記
象
と
異
っ
た
特
長
が
あ
る
。

九
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震
源
が
他
の
異
っ
た
位
置
に
あ
っ
て
も
凡
て
是
れ
と
金
く
等
し
い
記
象
の
刑
士
一
で
あ
る
、
例
へ
ば
前
表
に
掲
げ
た
地
.
震
の

記
象
も
調
べ
七
み
る
と
共
主
要
動
に
於
て
全
く
同
型
で
あ
る
乙
と
記
象
潟
異
第
二
の
大
正
十
凶
年
三
月
廿
七
日
十
三
時
八

丈
島
沖
の
地
震
記
象
に
て
も
亦
然
り
を
知
る
。
是
等
の
地
震
の
記
象
を
震
源
距
離
が
等
し
く
て
も
異
常
震
域
外
の
神
戸
共

他
震
域
外
の
各
測
候
所
の
記
象
で
は
詑
象
潟
異
に
て
紳
戸
測
候
所
グ
ヰ
へ

Y

ト
記
象
に
で
も
示
し
て
あ
る
如
く
普
通
の
地

震
記
象
と
一
銭
り
鎚
A

少
な
く
主
要
動
に
於
て
斯
か
る
二
段
の
特
異
は
全
く
現
れ
て
ゐ
な
い
、
此
主
要
動
の
特
異
は
気
象
蚕
の

詑
象
の
外
矢
張
h

リ
震
域
内
の
熊
谷
測
候
所
の
ず
ヰ
へ

Y
ト
記
象
に
も
著
明
に
現
れ
て
ゐ
る
、
又
、
地
震
計
は
異
る
が
銚
子

測
候
所
の
大
森
式
微
動
計
の
詑
象
も
明
か
に
現
れ
て
ゐ
る
、
そ
れ
故
是
等
は
帥
震
計
共
も
の
、
h

誤
差
で
は
無
論
な
い
。

又

異
常
震
源
を
起
す
地
震
が
若
し
共
震
源
が
同
一
ケ
所
か
ら
で
め
っ
た
場
合
は
時
間
に
闘
係
せ
ず
常
に
共
詑
象
は
一
定
型
で

あ
b
且
つ
共
異
常
震
域
の
位
置
等
も
客
等
し
い
。

例
へ
ば
震
災
猿
防
調
査
舎
欧
文
紀
妥
第
一
忽
第
三
波
中
に
あ
る
明
治
三
十
七
年
一
月
廿
一
日
の
地
震
で
榊
戸
、
大
阪
、

多
度
津
等
の
地
震
計
に
無
初
期
微
動
震
波
を
現
せ
る
地
震
詑
象
は
最
近
去
る
本
年
四
月
二
日
一
時
四
分
頃
東
京
地
方
に
も

異
常
震
度
営
基
せ
る
地
震
詑
象
と
東
京
の
観
測
で
は
を
く
同
型
で
あ
る
ハ
水
平
動
は
震
度
大
な

b
し
た
め
不
判
明
と
な

っ
た
が
上
下
動
詑
象
は
二
者
会
く
同
一
型
で
あ
っ
て
、
し
か
も
前
記
せ
し
主
要
動
に
於
け
る
二
段
の
特
長
が
著
明
に
現
れ

た
)
此
の
地
震
ば
就
い
て
は
今
俗
調
杏
中
で
は
あ
る
が
、
先
ず
共
初
動
に
於
℃
前
者
は
東
京
に
於
け
る
記
象
に
て
は
約
南
三

十
西
の
上
方
動
で
あ
る
、
後
者
は
向
方
向
の
下
方
動
で
あ
る
此
の
初
動
の
み
か
ら
英
震
・
源
を
考
へ
る
と
す
れ
ば
震
災
橡
防



調
査
曾
欧
文
記
要
中
に
あ
る
震
源
と
は
方
向
が
客
直
角
と
な
れ
で
1
普
通
の
開
論
か
ら
で
は
調
和
を
快
〈
様
で
あ
る
、
一
見
じ

共
感
抵
震
時
に
つ
い
て
は
震
災
託
契
に
あ
る
震
源
に
よ
る
紳
戸
、
大
阪
地
方
と
東
京
の
礎
震
時
と
は
偉
波
速
度
か
ら
簡
単
に

第二国

大正十四年四月二十日地震の震域

考
へ
る
Y
C
不
調
和
の
様
に
も
見
へ
る
、
更
に
面
倒
な
別
の
理
論

か
ら
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
充
分
研
究
の
徐
地
が
あ
る

乙
と
h
h

思
P
A
。
乙
れ
に
似
た
様
な
地
震
は
俗
他
に
も
あ
る
最
近

で
は
大
正
十
四
年
四
月
二
十
日

O
時
頃
八
・
丈
島
南
西
方
の
沖
で

愛
し
た
地
震
で
其
有
戚
鹿
児
区
域
は
大
阪
湾
沿
岸
と
共
封
岸
の

部
を
合
む
地
域
と
本
州
の
東
北
沿
岸
で
常
磐
地
方
は
殊
に
強
い

震
度
を
一
不
す
事
第
二
国
の
如
く
で
あ
る
。

兎
に
角
、
地
震
詑
象
か
ら
考
へ
る
と
異
常
震
域
を
現
す
場
合

共
地
震
計
詑
象
は
普
通
の
地
震
と
は
具
っ
た
特
長
が
あ
る
乙
と

は
注
意
す
べ

3
Tあ
る
、
耐
震
が
可
な
A

リ
強
大
で
あ
っ
た
・
時
も

勿
論
期
か
る
記
象
を
録
す
る
で
あ
ら
う
が
共
場
合
は
震
波
の
振

幅
大
と
な
h
一
地
震
計
の
自
己
の
誤
差
等
が
加
る
で
あ
ら
う
か
ら

記
象
紙
上
に
て
は
斯
か
る
特
長
が
判
明
を
失
ム
様
に
な
る
事
は



云
ょ
に
及
ば
な
い
乙
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
大
正
九
年
の
闘
東
大
震
の
時
に
於
け
る
震
動
の
如
き
も
恐
く
は
斯
の
如
主
人
身

の
戚
風
見
を
奥
へ
た
地
方
も
あ
っ
た
事
は
偽
記
憶
す
る
庭
で
あ
る
。

前
表
に
掲
げ
し
如
く
本
邦
に
て
は
出
向
島
灘
沿
岸
の
常
陸
、
磐
城
及
東
京
湾
の
北
東
附
近
が
特
別
に
異
常
震
域
と
な
り
易

い
が
此
地
方
が
地
質
構
謹
上
か
ら
如
何
衣
る
朕
態
に
置
か
れ
て
あ
る
か
と
云
ふ
に
何
人
も
気
付
様
に

第三国

大正十四年三月廿七日地震の震域

。，，-
1二
島

最
古
多
震
の
地
域
で
あ
る
こ
と

2 

地
質
問
で
は
北
方
は
片
麻
岩
の
一
塊
で

あ
る
。
南
方
に
は
新
し
い
ω
地
層
が
あ
る
o

‘随

っ
て
新
奮
地
層
の
境
界
部
も
あ
る
。

3 

開
営
者
に
よ
っ
て
言
は
れ
て
ゐ
る
様
に
日

本
島
弧
が
亜
細
亜
大
陸
方
面
か
ら
の
ス
ト
V

ヅ
ス
い
に
依
λ

リ
て
歪
を
受
け
て
ゐ
札
一
0

・
な
ら
ば
共

歪
の
極
大
部
と
な
っ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
る
。

4 

地
形
的
に
は
タ
ス
カ

n
ラ
海
溝
に
最
も

近
接
し
て
ゐ
る
。

5 

大
正
九
年
の
大
震
直
後
に
は
此
地
方
は



地
震
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
前
表
の
震
源
か
ら
是
等
の
異
常
震
域
迄
の
距
離
を
測
っ
て
み
る
、
と
第
二
固
に
示
す
様
に
震

国

源
か
ら
は
大
館
四
百
粁

と

八
百
粁
と
の
こ
類
別
の
距
離
を
有
す
る
固
弧
と
な
る
乙
と
第
四
闘
で
示
す
。

前
表
以
外
の
大
正
六
年
七
月
舟
一
日
十

第四国

震央よ b異常震域迄の距離を示す固拡

。;¥..
;". 

& 

)f. 

二
時
二
十
五
分
頃
日
本
海
の
浦
臨
南
方
三

百
粁
の
沖
合
に
震
源
が
あ
っ
て
異
常
震
域

'f.. 

「

が
本
州
太
平
洋
沿
岸
方
面
と
北
海
道
函
館

附
近
な
り
し
も
の
の
ハ
気
象
集
誌
第
三
十

七
年
第
六
競
長
谷
川
翠
士
論
文
)
震
域
は

殊
に
明
か
に
震
源
か
ら
八
百
粁
の
園
弧
で

現
8
れ
て
ゐ
る
。

異
常
震
域
の
成
因
に
就
い
て
は
種
々
の

考
察
が
あ
ら
う
警
言
ば
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ヅ
ク

や
グ

1
-ア
ジ
ペ

Y

ヒ
の
考
へ
た
如
く
地
中

不
連
縫
面
に
て
反
射
し
前
詑
の
地
方
が
地
質
・
地
形
的
に
ヱ
キ
サ
イ
ト

3
れ
容

3
地
域
な
る
矯
め
に
此
地
方
に
ヱ
ネ

Y
ギ

に
浸
入
せ
る
震
波
が
所
謂
六
十
粁
附
近
の



ー
を
奥
へ
易
す
く
し
て
震
度
を
再
び
増
大
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
モ
ホ
ロ
ポ
チ
ッ
ク
の

お
羽
の
後
現
時
と
前
掲
の
地
震
詑
象
の
主
要
動
の
再
振
動
時
と
は
よ
く
一
致
す
る
様
で
あ
る
。

或
は
叉
寺
田
博
士
の
云
は
る
、
如
く
プ
ロ
ッ
タ
各
個
の
動
搭
よ

b
の
説
明
か
或
は
純
然
た
る
二
子
地
震
と
し
て
説
明
し

得
ら
る
も
の
か
、
恐
く
は
種
ふ
復
雑
な
石
も
の
で
あ
ら
う
。
兎
に
角
異
常
震
域
を
な
す
地
方
の
主
の
俊
件
と
し
て
は
特
種

の
地
質
を
形
成
し
て
ゐ
る
所
に
起
る
よ
う
に
考
へ
ら
る
が
角
二
回
一
に
各
位
の
御
教
を
乞
ふ
も
の
で
あ
る
。

本
調
査
に
関
し
て
は
更
に
詳
細
し
再
記
載
し
た
い
と
忠
ふ
、
本
文
は
本
塁
の
諸
先
生
に
御
数
を
願
ひ
し
事
多
く
殊
に
図

宮
先
生
か
ら
は
穏
ム
ザ
御
親
切
の
御
一
殺
を
賜
ム
リ
し
を
記
し
て
謝
す
る
次
第
で
あ
b
命
、
各
測
候
所
か
ら
は
地
震
計
記
象
を
お

貸
し
奥
へ
ら
れ
た
る
事
を
添
記
し
戚
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

蒐

事震

マ

リ

ス

エ

プ

-ブ

シイ

測

微

鏡

に

就

て
岡

田

武

松

?
η

ノ
ス
、
エ
、
プ
ラ
ン
測
微
鏡
(
冨
甘
さ

zas)は
巴
里
の
マ
リ
ス
、
ェ
、
プ
ラ
ン
(
員
乙

r
s
a
切
出
口
)
命
日
一
祉
の
製
作
に
な
っ
た

一
五




